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議案第153号 

 

大阪市立児童福祉施設条例の一部を改正する条例案 

 

大阪市立児童福祉施設条例（昭和39年大阪市条例第36号）の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる規

定の傍線を付した部分のように改める。 

改正後 改正前 

（使用料の減免） 

第５条 [略] 

[２ 略] 

３ 市長は、次の各号のいずれかに該当する

ときは、市規則で定めるところにより、第

３条第４号に定める使用料を減免すること

ができる。 

[⑴～⑶ 略] 

⑷ 児童の属する世帯の世帯主が母子及び

父子並びに寡婦福祉法（昭和39年法律第

129号）第６条第６項に規定する配偶者の

ない者で現に児童を扶養しているもので

あるとき 

 

 

[４・５ 略] 

（使用料の減免） 

第５条 [同左] 

[２ 同左] 

３ [同左] 

 

 

 

 [⑴～⑶ 同左] 

⑷ 児童の属する世帯の世帯主が母子及び

父子並びに寡婦福祉法（昭和39年法律第

129号）第６条第６項に規定する配偶者の

ない者で現に児童を扶養しているもの

（児童手当法（昭和46年法律第73号）第

５条第１項の規定により児童手当が支給

されないものを除く。）であるとき 

[４・５ 同左] 

備考 表中の[ ]の記載は注記である。 

   附 則 

この条例は、令和６年 10 月１日から施行する。 

   令和６年９月12日提出 

大阪市長  横 山 英 幸  

 

説 明 

 保育所において行われる病児保育事業を利用する場合の使用料の減免の対象となる者の範囲を改
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めるため、条例の一部を改正する必要があるので、この案を提出する次第である。 


